
B型肝炎ウイルス(HBV)キャリアに合併した悪性
腫瘍患者に対しステロイドを併用した化学療法を
施行した場合、HBVの再活性化により致死的な重
症肝炎が発症することが報告されている。 
 
厚生労働省研究班が作成した「免疫抑制・化学療
法により発症するB型肝炎対策ガイドライン」が、
日本肝臓学会から発表されておりガイドライン即
した抗がん剤治療が望まれている。 
 
当院において、がん化学療法施行中の患者でHBV
マーカーの未測定が散見されたため、Ｂ型肝炎再
活性化への対策を講じる必要があった。 




